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観
世
大
夫
元
章
と
〈
石
橋
〉

橋
場
　
夕
佳

十
五
代
観
世
大
夫
元
章
が
、「
明

和
改
正
謡
本
」
（
以
下
、
明
和
本
）

と
呼
ば
れ
る
、
詞
章
を
大
胆
に
改
訂

し
た
謡
本
の
刊
行
に
伴
い
、
ワ
キ
や

ア
イ
の
セ
リ
フ
ま
で
も
新
た
に
制
定

し
て
『
副
言
巻
』
な
る
書
に
ま
と
め

た
こ
と
、
さ
ら
に
は
小
書
（
特
殊
演

出
）
の
創
案
に
も
力
を
入
れ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
明
和
本
は
、

そ
れ
ま
で
の
謡
愛
好
者
の
た
め
の
謡

本
か
ら
大
夫
が
発
信
す
る
謡
本
へ
と

シ
フ
ト
す
る
先
駆
と
な
っ
た
こ
と
で

も
、
そ
の
謡
本
史
上
に
お
け
る
意
義

は
大
き
い
と
言
わ
れ
る
。
師
か
ら
の

特
別
の
相
伝
を
要
す
る
「
習
十
番
」

を
初
め
て
別
に
し
て
所
収
し
た
こ
と

も
、
実
際
の
演
能
に
即
し
た
台
本
と

し
て
の
明
和
本
の
特
徴
を
端
的
に
示

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
習
十

番
の
ひ
と
つ
で
あ
る
〈
石
橋
〉
の
改

訂
と
演
出
の
創
案
に
、
元
章
が
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
、

関
連
す
る
諸
資
料
か
ら
探
り
た
い
。

ま
ず
、
明
和
本
〈
石
橋
〉
の
詞
章

改
訂
を
見
て
お
く
。
第
一
段
の
寂
照

法
師
（
ワ
キ
）
の
名
乗
り
や
、
第
四

段
の
ク
リ
地
の
詞
章
が
史
実
に
沿
っ

て
改
訂
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
和
本

全
体
の
改
訂
の
傾
向
に
通
ず
る
。
注

意
し
た
い
の
は
第
二
段
の
サ
シ
、
下

哥
、
上
哥
の
削
除
で
、
こ
こ
は
石
橋

を
渡
ろ
う
と
す
る
寂
照
の
前
に
現
れ

る
樵
夫
（
前
ジ
テ
）
の
述
懐
に
あ
た

る
。
前
ジ
テ
の
性
格
を
表
現
す
る
は

ず
の
詞
章
を
不
要
と
し
た
改
訂
は
、

前
ジ
テ
を
獅
子
出
現
の
契
機
を
作
る

た
め
の
人
物
と
し
て
捉
え
、
後
場
の

獅
子
の
舞
を
本
曲
の
唯
一
の
眼
目
と

す
る
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
既
に

あ
っ
た
〈
石
橋
〉
に
お
け
る
後
場
重

視
の
風
潮
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。

次
に
、
間
狂
言
（
以
下
、
ア
イ
と

略
称
）
に
つ
い
て
は
、
『
副
言
巻
』

に
常
の
ア
イ
と
替
ア
イ
で
あ
る
「
仙

人
」
の
二
種
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
ア
イ
も
鷺
流
の
そ
れ
を
基

に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
『
副
言
巻
』

の
ア
イ
の
な
か
で
何
に
依
拠
し
て
い

る
の
か
明
確
で
あ
る
例
は
珍
し
い
が
、

こ
れ
は
、
か
つ
て
〈
石
橋
〉
再
興
の

折
、
幸
小
左
衛
門
と
大
蔵
虎
明
の
間

で
起
こ
っ
た
、
ア
イ
登
場
に
早
鼓
を

打
つ
か
否
か
の
紛
糾
を
背
景
と
し

て
、
同
曲
の
ア
イ
に
大
蔵
流
を
避
け

る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
特
殊
な
事

情
に
よ
る
（
管
見
の
清
親
、
元
章
二

代
の
演
能
記
録
に
お
い
て
、
殆
ど
の

〈
石
橋
〉
の
ア
イ
が
鷺
流
で
あ
っ
た
）。

す
な
わ
ち
、『
副
言
巻
』
の
〈
石
橋
〉

の
ア
イ
は
、
大
幅
な
改
訂
を
施
さ
れ

な
が
ら
も
こ
の
よ
う
な
実
情
に
即
し

て
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
元
章
手
沢
本
の
ひ
と
つ
で

あ
る
観
世
宗
家
蔵
『
明
和
改
正
謡
本

改
装
本
』
に
は
、
出
典
考
証
や
演
能

記
録
な
ど
の
膨
大
な
書
入
が
あ
る
が
、

殊
に
〈
石
橋
〉
と
〈
関
寺
小
町
〉
に

は
過
去
の
演
能
記
録
が
集
成
さ
れ
て

い
る
。〈
石
橋
〉
の
そ
れ
は
、
歴
代

観
世
大
夫
の
公
的
な
場
で
の
演
能
を

ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る
と
言
え
、
元
章

の
先
代
で
あ
る
清
親
以
降
は
、
私
的

な
催
し
に
お
け
る
上
演
ま
で
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
左
十

郎
章
学
が
シ
テ
を
勤
め
た
時
の
記
録

で
は
、
当
日
の
装
束
や
作
り
物
が
詳

細
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
試
み

に
、
こ
の
上
演
記
録
に
つ
い
て
以
下

に
簡
単
に
考
察
し
て
み
る
。
こ
の
上

演
は
、
別
記
の
演
能
記
録
（
同
記
録

は
『
触
流
御
能
組
』
で
も
確
認
で
き

る
）
か
ら
、
ア
イ
は
鷺
傳
右
衛
門
が

勤
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
副
言
巻
』

所
収
の
常
の
ア
イ
は
オ
モ
と
ア
ド
二

人
の
出
る
立
ち
シ
ャ
ベ
リ
の
形
で
あ

る
か
ら
、
替
ア
イ
の
「
仙
人
」（
語

リ
ア
イ
）
が
演
じ
ら
れ
た
と
考
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
明
記

は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
当
日
の

〈
石
橋
〉
は
元
章
の
考
案
し
た
「
師

資
十
二
段
之
式
」
と
い
う
小
書
を
付

け
て
上
演
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
現
在
の
観
世
流
で
は
「
師
資

十
二
段
之
式
」
の
小
書
が
付
く
と
、

半
能
形
式
と
な
り
、
少
な
く
と
も
赤

白
二
頭
の
獅
子
が
出
る
連
獅
子
型
と

な
る
が
、
こ
れ
は
元
章
の
創
案
し
た

も
の
と
は
異
な
り
、
考
案
さ
れ
た
当

初
の
「
師
資
十
二
段
之
式
」
は
後
半

の
獅
子
舞
が
十
二
段
に
な
る
演
出
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
雑
駁
な
が
ら
関
連
の
諸
資

料
か
ら
わ
か
る
、
元
章
と
〈
石
橋
〉

と
の
関
わ
り
を
述
べ
た
。
今
後
は

〈
石
橋
〉
を
含
む
習
十
番
へ
の
取
り

組
み
に
視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
、
元

章
の
手
掛
け
た
「
能
楽
改
革
」
の
実

態
と
そ
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
。

世
襲
面
打
家
の
居
所
（
そ
の
一
）

保
田
　
紹
雲

は
じ
め
に

江
戸
時
代
を
通
じ
て
世
襲
面
打
家

は
武
家
の
式
楽
で
あ
る
能
に
用
い
る

能
面
の
供
給
を
担
っ
て
き
た
が
、
そ

の
活
躍
場
所
や
居
所
は
ど
こ
に
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

各
種
文
献
か
ら
そ
れ
を
拾
い
集
め

て
江
戸
時
代
の
地
図
で
そ
の
場
所
を

確
認
し
て
み
る
と
、
銀
座
周
辺
の
地

の
ほ
か
、
そ
こ
か
ら
ず
い
ぶ
ん
離
れ

た
別
の
地
に
住
ん
で
い
た
と
す
る
記

録
が
見
ら
れ
る
。
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え
ら
れ
よ
う
。

江
戸
詰
め
の
武
士
や
幕
府
出
入
り
の
町

人
に
と
っ
て
毎
年
変
わ
る
幕
府
の
役
職
を

知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
必
須
事
項
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、『
武
鑑
』
は
そ
れ
な
り
に

実
用
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

版
元
が
複
数
あ
り
、
改
版
時
期
が
ず
れ

て
い
る
場
合
は
早
く
改
版
し
記
載
変
更
が

あ
っ
た
も
の
を
選
択
し
た
。

大
野
出
目
家
の
居
所

元
禄
九
年
か
ら
宝
暦
九
年
ま
で

京
橋
二
丁
目
　
　
　
　

宝
暦
十
年
か
ら
幕
末
ま
で
　

八
丁
堀
松
屋
町
　
　
　

『
嘉
永
慶
應
江
戸
切
絵
図
』（
注
２
）（
以

下
、『
切
絵
図
』
と
呼
ぶ
）
で
探
す
と
、
京

橋
二
丁
目
は
銀
座
中
心
部
で
あ
り
、
八
丁

堀
松
屋
町
は
八
丁
掘
川
の
北
側
に
あ
っ
て

八
丁
掘
一
丁
目
に
隣
接
し
、
こ
れ
も
銀
座

に
近
い
場
所
で
あ
る
。

『
武
鑑
』
の
性
格
か
ら
考
え
る
と
こ
れ

に
記
さ
れ
た
住
所
に
於
い
て
大
野
出
目
家

の
能
面
に
関
し
て
用
達
（
購
入
や
注
文
）

が
出
来
た
場
所
と
考
え
ら
れ
る
。

『
晶
山
壬
辰
録
』
の
居
所

『
い
わ
き
資
料
集
成
』
第
四
冊
（
注
３
）

に
記
さ
れ
た
『
晶
山
随
筆
五
冊
之
内
・
壬

辰
録
』（
注
４
）
に
「
仮
面
匠
家
出
目
保
閑

は
江
戸
鉄
砲
洲
に
居
住
す
。」
と
あ
る
。

保
閑
は
五
代
（
注
５
）
甫
閑
満
猶
（
寛
延

三
年
没
）
で
あ
ろ
う
。

銀
座
は
観
世
屋
敷
や
金
春
屋
敷
も
あ
っ

て
、
能
面
の
購
入
や
修
理
な
ど
需
要
家
に

と
っ
て
便
利
な
場
所
で
あ
ろ
う
。

大
野
出
目
家
は
幕
府
か
ら
銀
座
の
近
く

に
拝
領
地
を
頂
戴
し
て
い
る
が
、
そ
の
拝

領
屋
敷
を
町
人
に
貸
し
て
、
浅
草
に
住
ん

で
い
る
記
録
が
あ
り
、
元
休
家
に
も
本
所

や
深
川
な
ど
に
住
ん
だ
記
録
が
あ
る
。

面
打
工
房
は
銀
座
近
辺
の
場
所
に
あ
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
こ
か
ら
は
遠
い

居
所
の
方
に
在
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
野
出
目
家

『
武
鑑
』
に
記
さ
れ
た
居
所

大
野
出
目
家
の
居
所
を
掲
載
し
て
い
る
書

に
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』（
注

１
）
が
あ
る
。（
以
下
、『
武
鑑
』
と
呼
ぶ
）

『
武
鑑
』
は
江
戸
時
代
の
幕
府
の
職
制

を
記
し
て
毎
年
発
行
さ
れ
が
、
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
以
降
、
御
用
聞
町
人
の
項

に
大
野
出
目
家
は
御
面
打
師
の
筆
頭
と
し

て
居
所
を
含
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
町
人
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
も

の
で
、
御
用
聞
町
人
の
項
な
ど
は
改
版
も

数
年
に
一
度
で
あ
り
時
期
的
な
こ
と
に
関

し
て
は
正
確
に
は
掴
め
な
い
。

数
年
間
同
じ
版
を
使
用
し
て
い
る
し
、

改
版
す
る
時
も
調
査
を
し
な
い
で
引
き
続

き
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

歴
史
的
な
資
料
と
し
て
は
信
頼
度
が
低

い
が
、
前
年
と
比
較
し
て
変
化
が
あ
っ
た

時
の
も
の
は
比
較
的
信
頼
度
が
高
い
と
考

鉄
砲
洲
は
大
川
（
隅
田
川
）
に
面
し
、

八
丁
掘
よ
り
南
に
延
び
た
所
で
佃
島
や
石

川
島
へ
の
渡
し
が
あ
っ
た
。

現
在
の
佃
大
橋
の
西
で
、
銀
座
か
ら
直

線
距
離
は
約
一
ｋ
ｍ
で
あ
る
。

拝
領
屋
敷
の
場
所
と
規
模

大
野
出
目
家
は
幕
府
よ
り
拝
領
屋
敷
を

頂
戴
し
て
い
る
。

拝
領
屋
敷
の
詳
細
に
つ
い
て
は
　
天
保

十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
『
屋
鋪
帳
』（
注
６
）

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「

拝
領

一
、
町
屋
敷
　
南
八
丁
堀
弐
丁
目
代
地

面
打
　
出
目
杢
之
助

表
間
口
　
六
間
弐
尺
六
寸
八
分

裏
行
　
　
弐
拾
間
半

百
三
十
弐
坪
壱
合
五
勺

右
者
町
人
共
エ
貸
置
、

当
分
浅
草
新

鳥
越
一
町
目
藤
八
地
面
ニ
借
地
、
住
宅

仕
候
。

」

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
大
野
出

目
家
の
当
主
は
十
一
代
杢
之
進
で
あ
る
が

杢
之
助
と
も
名
乗
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
杢
之
助
の
名
は
四
代
洞
水
、
六
代

友
水
、
七
代
長
雲
が
名
乗
っ
て
い
る
。

『
切
絵
図
』
で
見
る
と
南
八
丁
堀
二
丁

目
は
八
丁
掘
川
の
南
側
で
京
橋
の
南
側
を

東
へ
真
福
寺
橋
を
渡
っ
た
先
で
、
現
在
の

東
銀
座
の
北
部
分
あ
た
る
。

代
地
の
意
味
が
よ
く
判
ら
な
い
が
敷
地

の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

『
武
鑑
』
で
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四

〇
）
頃
に
は
八
丁
堀
松
屋
町
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
浅
草
新
鳥
越
一
町
目
と
居
所
が

二
つ
あ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
拝
領
地
の
南
八
丁
堀
弐
丁
目
と

『
武
鑑
』
の
八
丁
堀
松
屋
町
は
近
い
。

拝
領
地
を
町
人
に
貸
し
て
自
分
は
借
地

し
て
近
く
の
別
の
場
所
、
そ
れ
も
そ
の
近

く
に
居
所
を
構
え
る
の
に
は
な
に
か
理
由

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
江
戸
の
商
業
の

中
心
地
に
近
い
の
で
、
通
り
に
面
し
た
場

所
は
高
価
な
貸
賃
が
得
ら
れ
た
為
で
あ
ろ

う
か
。

も
っ
と
も
、
拝
領
屋
敷
を
町
人
へ
貸
し

て
い
る
の
は
面
打
家
ば
か
り
で
は
な
く
、

『
屋
鋪
帳
』
に
は
各
座
の
太
夫
を
は
じ
め

能
楽
師
の
ほ
と
ん
ど
が
行
っ
て
い
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

借
地
し
て
住
ん
だ
浅
草
新
鳥
越
一
町
目

の
地
は
『
切
絵
図
』
で
浅
草
・
浅
草
寺
の

北
西
・
言
問
橋
の
西
に
あ
た
る
。

こ
こ
か
ら
、
銀
座
ま
で
は
直
線
距
離
で

五
・
七
ｋ
ｍ
も
あ
っ
て
、
徒
歩
で
は
一
時

間
半
以
上
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。

水
路
で
は
七
ｋ
ｍ
位
に
な
る
の
だ
が
、

舟
を
使
え
ば
ど
の
位
時
間
が
か
か
る
だ
ろ

う
。世

襲
面
打
家
の
能
面
は
そ
の
当
主
が
制

作
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
弟
子
を
抱

え
て
お
り
、
中
に
は
地
方
の
大
名
家
よ
り

派
遣
さ
れ
た
弟
子
も
あ
っ
て
工
房
と
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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版
）』（
一
九
九
五
年
四
月
二
十
日
人
文
社
刊
）

（
注
３
）『
い
わ
き
資
料
集
成
』
第
四
冊
（
平
成
二

年
一
月
二
六
日
い
わ
き
史
料
集
成
刊
行
会
三
二

八
頁
）

（
注
４
）『
晶
山
随
筆
五
冊
之
内
・
壬
辰
録
』（
鍋
田

三
善
著
　
天
保
三
壬
辰
年
（
一
八
三
二
）
刊
東

京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
）

（
注
５
）
歴
代
数
は
大
野
出
目
家
の
主
張
す
る
所
に

よ
っ
た
。（
金
剛
宗
家
蔵
『
面
之
書
』
出
目
友
閑

の
項
『
金
剛
家
の
面
』
二
〇
〇
〇
年
八
月
一
日

玉
川
大
学
出
版
部
刊
二
四
二
頁
）

（
注
６
）『
屋
鋪
帳
』（
重
修
猿
楽
伝
記
（
触
流
新
組

屋
鋪
分
限
帳
）（
能
楽
資
料
集
成
１
１
『
重
修
猿

楽
伝
記
』
二
〇
九
頁
）

（
注
７
）『
出
目
由
緒
書
』
東
北
大
学
図
書
館
蔵
・

狩
野
氏
図
書
記
（
狩
・
一
七
一
〇
〇
）
明
治
十

八
年
十
二
月
廿
八
日
出
目
丘
作
事
大
野
寿
久
著

昭
和
の
出
目
元
休
家
再
興
に
つ
い
て

飯
塚
恵
理
人

は
じ
め
に

出
目
元
休
家
は
最
後
の
当
主
が
明
治
二

十
年
三
月
三
日
に
亡
く
な
り
、
世
襲
面
打

家
と
し
て
絶
え
る
。
そ
の
後
、
昭
和
に
入

り
矢
野
正
吉
が
出
目
元
休
家
を
再
興
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
矢
野
正
吉
の
先
祖
は
、

「
謡
曲
界
」
第
三
十
七
巻
第
四
号
の
「
出

目
家
再
興
に
就
い
て
」（
昭
和
八
年
五
月
発

行
　
一
二
一
頁
）と
い
う
記
事
に「
矢
野
家

は
加
賀
藩
士
に
て
代
々
放
生
津
城
に
居
住

銀
座
近
辺
に
面
打
工
房
が
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
毎
日
自
宅
か
ら
歩
い
て
通
う
に
は

少
し
遠
い
距
離
で
は
な
か
ろ
う
か
。

毎
日
通
勤
す
る
よ
り
も
工
房
泊
ま
り
や

単
身
赴
任
状
態
も
考
え
ら
れ
る
が
、
舟
を

使
え
ば
通
勤
出
来
る
距
離
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

現
在
、
東
京
で
の
勤
務
先
へ
の
通
勤
時

間
は
一
時
間
か
ら
二
時
間
は
あ
た
り
ま
え

の
よ
う
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
も
職
場
へ

の
通
勤
に
は
相
当
な
時
間
を
費
や
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

浅
草
の
居
所
の
方
に
工
房
が
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
京
橋
二
丁
目
や
八
丁
堀
松
屋
町

に
は
取
次
の
た
め
の
店
舗
で
も
お
い
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

住
居
が
変
わ
っ
た
理
由
の
第
一
は
火
災

で
あ
ろ
う
。

江
戸
で
は
火
事
が
多
く
、
明
歴
の
大
火

（
振
袖
火
事
）
で
友
閑
の
天
下
一
備
前
大

椽
受
領
の
口
宣
案
が
焼
失
し
た
記
録
が

『
出
目
由
緒
書
』（
注
７
）
に
あ
る
。

火
事
へ
の
対
策
と
し
て
能
面
の
主
要
な

断
面
の
型
を
描
い
た
「
切
型
図
」
な
ど
の

資
料
は
、
銀
座
周
辺
の
居
宅
と
浅
草
へ
分

散
保
存
し
て
万
一
に
備
え
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

（
以
下
次
号
）

（
注
１
）『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
深
井

雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
・
一
九
九
六
〜
一
九
九

八
東
洋
書
林
刊
。
こ
れ
は
原
本
の
写
真
版
で
毎

年
の
も
の
が
揃
っ
て
い
る
。

（
注
２
）『
嘉
永
慶
應
江
戸
切
絵
図
（
尾
張
屋
清
七

し
先
々
代
茂
兵
衛
よ
り
面
打
師
と
な
り
、

嘉
永
年
間
、十
一
代
満
光
の
弟
子
と
な
り
、

出
目
重
光
と
名
の
り
、
免
許
皆
伝
を
授
け

こ
れ
爾
来
加
賀
出
目
と
称
し
一
家
を
な

す
」
と
あ
り
、
面
打
を
し
て
い
た
。
矢
野

正
吉
は
「
昭
和
三
年
十
一
月
現
在
　
能
楽

協
会
会
員
名
簿
」
に
、「
矢
野
正
吉
　
東
京

市
外
巣
鴨
町
宮
下
一
六
一
三
」
と
宝
生
流

の
能
楽
師
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
宝
生
流

の
謡
曲
の
基
礎
は
十
分
あ
っ
た
。「
出
目

流
」
と
し
て
は
能
楽
協
会
で
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
元
休
家
に
師
事
し
た
面
打

の
子
孫
で
、
謡
曲
教
授
の
素
地
の
あ
る
人

物
が
再
興
を
企
画
し
た
こ
と
は
重
要
だ
ろ

う
。

出
目
元
休
の
安
證
寺
宛
書
簡

福
井
県
越
前
市
の
安
證
寺
に
は
矢
野
正

吉
の
書
簡
・
往
復
葉
書（
書
留
）・
名
刺
・

写
真
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
書
簡
を

引
用
す
る
と
、

拝
啓
春
陽
之
侯
愈
々
御
清
祥
ニ
被
有
在
候

哉
奉
伺
上
候
。
偖
安
證
寺
之
開
祖
及
代
々

之
住
職
之
俗
名
并
ニ
法
名
年
月
等
詳
細
な

る
寺
歴
を
承
知
致
度
、
乍
御
手
数
御
報
知

相
頂
し
度
、
乍
拝
願
申
上
候
。
右
御
依
頼

迄
。
敬
具

昭
和
十
年
三
月
三
十
日

出
目
宗
家

執
事
　
　
　
杉
野
寿
郎

安
證
寺
殿

と
な
る
。
葉
書
に
は
昭
和
十
年
四
月
十
四

日
の
消
印
が
あ
り
、
引
用
す
る
と
、

拝
啓
春
陽
の
砌
益
々
御
清
祥
奉
賀
候
。

偖
甚
だ
乍
御
手
数
貴
山
の
寺
歴
并
に
開
祖

及
歴
代
の
住
職
年
月
俗
名
、
法
名
等
詳
細

ヲ
御
伺
致
度
御
教
示
被
成
候
ハ
バ
仕
合
ニ

存
候
。

先
ハ
再
度
御
依
願
申
上
候
。

敬
具

添
伸

三
月
三
十
日
付
ニ
テ
御
依
頼
状
差
出
し
候
。

然
候
処
御
入
手
被
成
下
候
哉
御
尋
ね
申
上

候
。

と
あ
る
。
名
刺
に
は
、

世
襲
面
打
家
元

第
十
六
世
出
目
元
休

号
　
旭
光

東
京
市
小
石
川
区
雑
司
ヶ
谷
町
百
七
番
地

と
記
さ
れ
て
い
る
。
名
刺
の
裏
に
は
「
昭

和
十
年
六
月
四
日
　
本
人
来
寺
」
と
メ
モ

が
あ
る
の
で
、
こ
の
日
に
訪
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

面
打
ち
の
後
継
問
題

前
掲
の
「
謡
曲
界
」
の
記
事
に
は
「
非

常
な
鍛
錬
と
技
術
を
要
す
る
面
打
師
は
到

底
自
分
の
一
生
で
は
完
成
出
来
ま
せ
ん
か

ら
、
私
は
祖
先
の
祭
祀
を
絶
や
さ
ぬ
様
に

つ
と
め
ま
し
て
、
面
打
の
方
は
皆
様
の
御

後
援
に
よ
り
ま
し
て
然
る
べ
き
人
物
を
選

び
た
い
と
存
じ
ま
す
。（
中
略
）
私
は
出
目

家
に
伝
は
る
謡
と
仕
舞
を
教
授
し
て
い
き

た
い
と
思
ふ
の
で
御
座
い
ま
す
」と
あ
る
。

「
出
目
家
」
再
興
を
す
る
が
、
自
分
は
「
祭

祀
を
絶
や
さ
な
い
」「
謡
と
仕
舞
を
教
授

す
る
」
こ
と
に
努
め
、
面
打
は
他
に
依
頼
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だ
か
ら
一
つ
此
道
を
研
究
し
て
貰
ひ
た

い
』
と
。
そ
し
て
話
を
つ
い
で
『
但
し
君

一
代
の
中
は
そ
れ
は
世
に
認
め
ら
れ
な
い

だ
ら
う
が
、
君
の
次
の
代
に
は
報
ゐ
ら
れ

る
時
が
来
る
だ
ら
う
』
―
之
か
ら
清
時
は

能
面
製
作
の
こ
と
に
従
つ
た
。
そ
し
て
大

正
十
一
年
五
十
五
歳
で
没
し
た
。
入
江
美

法
、
野
村
万
蔵
両
氏
は
少
年
時
代
清
時
門

に
就
い
て
修
業
し
た
。
野
村
氏
は
家
芸
狂

言
の
道
が
専
門
で
あ
る
が
、
入
江
氏
は
能

面
作
家
と
し
て
立
つ
た
。
今
年
五
月
二
十

九
日
は
亡
師
の
廿
七
回
忌
に
当
る
の
で
両

氏
は
其
の
追
善
能
を
催
し
た
。（
中
略
）（
因

に
入
江
氏
は
清
時
の
女
婿
で
あ
り
、
下
村

家
伝
書
類
は
入
江
氏
が
保
管
さ
れ
て
ゐ

る
）」
と
あ
る
。
大
正
末
に
は
下
村
清
時
の

よ
う
な
彫
刻
出
身
の
能
面
作
家
が
お
り
、

能
面
製
作
の
方
法
を
志
す
者
に
実
作
を
通

じ
て
教
え
て
い
た
こ
と
は
重
要
だ
ろ
う
。

実
作
者
で
な
い
者
に
伝
書
な
ど
の
資
料
だ

け
で
技
術
を
伝
え
る
こ
と
は
す
で
に
不
可

能
で
あ
り
、
後
藤
良
が
矢
野
正
吉
の
意
に

添
わ
な
か
っ
た
の
も
、
矢
野
が
実
作
を
通

し
て
教
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

が
原
因
か
も
し
れ
な
い
。

矢
野
家
資
料
に
つ
い
て

昭
和
の
出
目
元
休
は
、
実
作
者
で
は
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
能
面
に
つ
い
て
習
う

者
も
な
く
、「
出
目
流
」
の
謡
曲
も
広
ま
ら

な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

能
面
に
関
す
る
資
料
類
は
相
当
に
収
集
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
能
」
昭
和
二
十

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
矢
野

正
吉
は
前
項
の
通
り
、
元
休
家
の
「
祭
祀
」

を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
努
力
し
た
と
言
え
る
。

矢
野
正
吉
は
面
打
を
彫
刻
家
の
後
藤
良

に
託
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
「
謡
曲
界
」

第
四
十
一
巻
第
一
号
（
昭
和
十
年
七
月
発

行
　
八
十
七
頁
）に
は
、「
世
襲
取
消
」
と

し
て
「
出
目
元
休
氏
は
昨
年
四
月
第
十
七

世
出
目
源
助
を
ゆ
づ
つ
た
後
藤
良
氏
に
対

し
、『
同
氏
の
芸
術
は
出
目
家
の
能
面
製
作

に
一
致
し
な
い
』
と
の
理
由
で
去
る
六
月

六
日
こ
れ
を
取
消
す
由
を
通
告
し
た
と
い

ふ
事
で
あ
る
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
成

功
し
な
か
っ
た
。

面
打
師
と
し
て
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け

て
活
躍
し
た
者
に
、
入
江
美
法
と
野
村
万

蔵
が
あ
る
。
こ
の
二
人
の
師
匠
は
下
村
清

時
で
あ
る
。「
能
」
昭
和
二
十
三
年
七
月
号

（
二
十
六
―
二
十
七
頁
）
の
「
能
評
」
欄
で
、

松
野
奏
風
が
下
村
清
時
追
善
能
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
下
村
清
時
と
こ
の

二
人
に
つ
い
て
、「
下
村
清
時
の
名
は
今
で

は
知
る
人
も
少
い
が
、
元
来
下
村
は
紀
州

家
の
小
鼓
幸
清
流
の
家
柄
で
あ
る
。
明
治

時
代
に
は
下
村
又
右
衛
門
と
い
ふ
人
が
あ

つ
て
相
当
の
技
量
で
あ
つ
た
。
清
時
は
又

右
衛
門
の
孫
に
当
り
、
弟
に
は
画
家
と
し

て
有
名
な
観
山
が
あ
る
。
宝
生
流
の
故
松

本
長
は
従
弟
で
あ
つ
た
。
清
時
は
父
の
業

を
つ
い
で
彫
刻
を
修
め
た
が
、
或
る
時
、

岡
倉
天
心
居
士
が
清
時
に
言
つ
た
。『
能
面

は
立
派
な
美
術
品
だ
が
、
今
は
そ
の
作
家

が
絶
え
て
ゐ
る
。
君
は
幸
ひ
其
筋
の
家
柄
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三
年
四
月
号（
一
一
―
一
九
頁
）の
「
座
談

会
　
彫
刻
家
は
語
る
」（
石
井
鶴
三
　
入
江

美
法
　
後
藤
良
　
山
本
豊
市
　
関
谷
充

編
集
部
‥
三
宅
襄
　
佐
藤
芳
彦
）に
お
い
て

「
佐
藤
　
出
目
家
を
つ
い
だ
矢
田
正
吉
氏

は
ど
う
し
ま
し
た
。

後
藤
　
あ
の
人
の

こ
と
は
、
私
か
ら
聞
か
う
と
思
つ
て
ゐ
た

の
で
す
よ
。
そ
の
後
の
消
息
は
、
私
に
は

少
し
も
分
り
ま
せ
ん
。
私
は
あ
の
人
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
話
を
持
込
ま
れ
た
り
し
ま
し

た
が
、
あ
の
人
の
持
つ
て
ゐ
た
物
の
中
で

一
つ
ビ
ツ
ク
リ
し
た
の
は
、
三
光
坊
の
シ

ヤ
リ
コ
ウ
ベ
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
し
た
。

出
目
家
の
極
意
皆
伝
と
い
ひ
ま
す
か
、
そ

れ
が
そ
の
シ
ヤ
リ
コ
ウ
ベ
な
ん
で
す
。
解

剖
学
骨
相
学
と
い
ふ
か
、
そ
れ
で
研
究
し

て
ゐ
た
の
で
す
ね
。
感
心
し
ま
し
た
よ
。

そ
の
他
、
能
面
の
型
物
の
本
型
、
彩
色
の

薬
を
包
ん
だ
袋
…
…
胡
粉
で
す
ね
、
朱
土

と
か
黄
土
と
か
あ
り
ま
し
た
。」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
品
々
は
、
中
村
保
雄
の
「
能

面
摸
作
の
技
術
」（「
演
劇
研
究
」
第
十
八

号
　
平
成
三
年
三
月
発
行
　
十
五
―
三
十

二
頁
）
に
『
御
面
之
図
』
と
い
う
姥
面
の

図
と
共
に
「（
前
略
）
安
政
二
乙
卯（
一
八

五
五
）三
月
廿
一
日
の
奥
書
が
あ
る
。
加
州

侯
お
抱
え
の
面
打
で
あ
る
矢
野
茂
兵
衛
重

光
・
啓
通
兄
弟
の
も
の
で
、
姥
面
の
各
部

が
い
か
に
細
か
い
寸
法
で
記
入
さ
れ
て
い

る
か
が
わ
か
ろ
う
。
な
お
こ
の
矢
野
家
は

出
目
元
休
家
の
門
人
と
な
っ
た
人
物
で
あ

っ
た
。（
中
略
）
な
お
こ
の
矢
野
家
で
は
挿

図
の
姥
面
に
つ
い
て
の
雛
形
お
よ
び
木
片

の
切
形
・
胡
粉
塗
料
に
使
用
す
る
下
塗
り

上
塗
の
胡
粉
の
一
部
も
残
し
て
い
る
。」と

あ
り
、
中
村
氏
が
矢
野
家
で
調
査
さ
れ
た

こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
の
矢

野
家
資
料
の
行
方
を
寡
聞
に
し
て
聞
か
な

い
。
能
面
の
技
術
研
究
の
上
で
、
と
て
も

貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

も
し
ご
存
知
の
方
が
あ
れ
ば
教
え
て
頂
け

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

補
記
　
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
可
頂
き
ま
し
た

福
井
県
越
前
市
安
證
寺
様
、
全
面
的
に
御
教
示

頂
き
ま
し
た
保
田
紹
雲
先
生
に
心
よ
り
感
謝
致

し
ま
す
。

能
『
殺
生
石
』
の
作
り
物三

苫
　
佳
子

そ
れ
に
触
れ
た
生
き
物
を
す
べ
て
殺
し

て
し
ま
う
殺
生
石

せ
っ
し
ょ
う
せ
き

と
呼
ば
れ
る
石
の
舞
台

装
置
、
い
わ
ゆ
る
作
り
物
が
能
『
殺
生
石
』

の
舞
台
に
出
さ
れ
る
。
前
場
の
主
人
公
で

あ
る
女
は
、
殺
生
石
の
謂
わ
れ
を
語
っ
た

後
に
、
石
に
み
た
て
た
作
り
物
の
後
ろ
側

に
隠
れ
て
（
中
入
り
）
変
身
を
す
る
。
そ

の
後
、
大
き
な
石
の
作
り
物
が
二
つ
に
割

れ
る
と
、
中
か
ら
女
の
正
体
、
狐
の
妖
怪
、

野
干
が
現
わ
れ
る
。
こ
の
仕
掛
け
に
よ
っ

て
客
席
は
大
い
に
沸
く
。
作
り
物
を
省
略

し
て
上
演
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
最
初

に
こ
の
二
つ
に
割
れ
る
石
を
考
え
出
し
た

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a



と
ほ
ぼ
同
じ
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

両
者
の
大
き
な
違
い
は
、
玄
翁
（『
玉

藻
の
草
子
』
で
は
源
翁
和
尚
）
が
石
を
成

仏
さ
せ
た
時
の
描
写
に
あ
る
。『
玉
藻
の

草
子
』
で
は
「
大
石
す
な
は
ち
微
塵
に
砕

け
て
、
石
魂
忽
ち
成
仏
す
る
」
と
し
か
書

か
れ
て
お
ら
ず
、
石
は
砕
け
る
だ
け
で
、

野
干
の
姿
が
現
れ
る
こ
と
な
く
成
仏
し
て

し
ま
う
。

し
か
し
能
で
は
、「
か
た
ち
を
今
ぞ
現

す
石
の
、
二
つ
に
割
る
れ
ば
石
魂
忽
ち
現

れ
出
で
た
り
」
と
謡
わ
れ
る
と
、
玄
翁
は

「
不
思
議
や
な
、
こ
の
石
二
つ
に
割
れ
、

光
の
内
を
よ
く
見
れ
ば
、
野
干
の
形
は
あ

り
な
が
ら
、さ
も
不
思
議
な
る
人
体
な
り
」

と
、
二
つ
に
割
れ
た
石
の
光
の
中
に
野
干

の
姿
を
見
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
に
割

れ
る
石
、
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
現
れ
る
野

干
と
い
う
登
場
人
物
、
こ
の
二
つ
を
思
い

つ
い
た
の
は
能
の
作
者
で
あ
っ
た
と
考
え

ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
と
き
作
者
は
、
狐
の
妖
怪
、
野
干

を
舞
台
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
殺
生
石
』
を
い
わ
ゆ
る
夢
幻
能
の
形
に

調
え
た
。
女
が
中
入
り
す
る
前
に
は
「
…

夜
に
な
り
て
懺
悔
の
姿
現
さ
ん
と
…
恐
れ

給
は
で
待
ち
給
へ
と
石
に
隠
れ
失
せ
に
け

り
や
…
」
と
謡
わ
れ
て
い
る
。
夜
に
な
っ

た
ら
懺
悔
の
た
め
に
こ
こ
に
再
び
現
れ
る

こ
と
を
約
束
し
て
女
は
姿
を
消
し
、
そ
の

正
体
が
後
半
に
登
場
す
る
と
い
う
世
阿
弥

の
夢
幻
能
に
独
特
な
展
開
は
『
玉
藻
の
草

子
』
に
は
な
い
。

人
物
が
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

能
『
殺
生
石
』
の
内
容
は
、
玉
藻
前

た
ま
も
の
ま
え

の

次
の
よ
う
な
説
話
に
基
づ
い
て
い
る
。
鳥

羽
の
院
に
仕
え
た
聡
明
な
美
女
、
玉
藻
前

は
実
は
、
三
国
伝
来
の
狐
の
妖
怪
、
野
干

で
あ
っ
た
。
安
倍
泰
成
に
調
伏
さ
れ
て
那

須
野
の
原
に
逃
げ
た
後
、
三
浦
介
と
上
総

介
に
成
敗
さ
れ
た
が
、
そ
の
執
心
が
残
っ

て
殺
生
石
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、僧
、

玄
翁
げ
ん
の
う

に
済
度
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
能
の
本
文
と
ほ
と
ん
ど
重

な
り
合
う
内
容
を
持
つ
承
応
二
年
（
一
六

五
三
）
刊
本
『
玉
藻
の
草
子
』（
慶
応
図

書
館
蔵
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
九
所
収
）

が
、
伊
藤
正
義
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
（『
謡
曲
集
』（
中
）
各
曲
改
題
「
殺

生
石
」
新
潮
日
本
古
典
集
成
）。
室
町
時

代
の
絵
巻
本
文
が
忠
実
に
継
承
さ
れ
て
い

る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
こ
の
『
玉
藻
の
草

子
』
の
物
語
の
方
が
、
謡
曲
に
先
行
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
石
の
存
在
に
注
目
し
て
能
の

本
文
を
み
て
み
よ
う
。
下
野
の
国
、
那
須

野
の
原
の
大
石
の
そ
ば
に
一
人
の
女
が
現

れ
る
。
女
は
、
玄
翁
げ
ん
の
う

と
い
う
僧
に
「
な
う

そ
の
石
の
辺
へ
な
立
ち
寄
ら
せ
給
ひ
そ
」

と
声
を
掛
け
た
後
、
殺
生
石
の
謂
わ
れ
を

語
り
、
自
分
の
正
体
を
明
か
す
。
そ
の
後

の
女
の
行
動
が「
石
に
隠
れ
失
せ
に
け
り
」

と
謡
わ
れ
る
。女
が
石
の
中
に
消
え
た
後
、

石
の
魂
を
成
仏
さ
せ
る
た
め
に
、
玄
翁
が

「
石
面
に
向
か
っ
て
仏
事
を
な
す
」
と
謡

わ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、『
玉
藻
の
草
子
』

し
か
も
全
体
の
構
成
は
世
阿
弥
の
序
破

急
五
段
に
準
じ
て
い
る
。
玄
翁
登
場
か
ら

従
者
と
の
問
答
の
場
面
ま
で
が
「
序
」。

彼
ら
に
声
を
掛
け
る
形
で
女
が
登
場
す
る

の
で
、
前
シ
テ
登
場
の
場
面
「
破
一
段
」
は

な
く
、
そ
の
ま
ま
女
と
僧
の
問
答
の
場
面

「
破
二
段
」
と
な
り
、
殺
生
石
の
謂
わ
れ
が

述
べ
ら
れ
て
同
音
（
地
謡
）
の
上
歌

あ
げ
う
た

ま
で

で
一
区
切
り
と
な
る
。「
破
三
段
」
は
、
ク

リ
・
サ
シ
・
ク
セ
の
場
面
で
玉
藻
の
前
が

殺
生
石
と
な
る
ま
で
の
物
語
が
謡
わ
れ
た

後
、問
答
が
あ
り
中
入
り
前
の
謡
と
な
る
。

「
急
」
は
後
場
。
後
シ
テ
が
登
場
し
て
、

中
ノ
リ
地
の
謡
に
あ
わ
せ
て
軽
々
と
所
作

を
見
せ
て
終
わ
る
。

ま
た
、
異
形
の
者
、
野
干
の
姿
で
現
れ

る
後
シ
テ
は
、
世
阿
弥
が
独
自
に
考
案
し

た
砕
道
風

さ
い
ど
う
ふ
う

の
鬼
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
世

阿
弥
は
「
形
は
鬼
な
れ
ど
も
心
は
人
な
る

が
ゆ
へ
に
、
身
に
力
を
持
た
ず
し
て
立
ち

ふ
る
ま
へ
ば
、
は
た
ら
き
細
や
か
に
砕
く

る
也
」（『
二
曲
三
体
人
形
図
』）
と
い
う

性
質
を
持
つ
人
物
像
や
演
技
を
砕
道
風
と

名
付
け
た
。
殺
生
石
に
近
寄
る
な
と
言
っ

て
玄
翁
に
近
づ
い
た
時
、
非
道
な
妖
怪
に

は
「
成
仏
を
求
め
る
心
」
が
芽
生
え
て
い

た
は
ず
だ
。
砕
道
風
の
「
細
や
か
に
砕
く

る
」
演
技
は
、
三
浦
介
上
総
介
に
成
敗
さ

れ
た
時
の
有
様
を
演
じ
る
後
場
の
軽
妙
な

所
作
事
に
ふ
さ
わ
し
い
。

そ
も
そ
も
鬼
の
芸
は
、『
花
伝
第
七
別

紙
口
伝
』
に
「
巌
に
花
の
咲
か
ん
が
ご
と

し
」
と
そ
の
心
得
を
述
べ
た
ほ
ど
、
世
阿

弥
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
鬼

と
は
、
強
く
て
恐
ろ
し
い
存
在
な
の
で
、

鬼
を
上
手
に
演
じ
た
と
こ
ろ
で
「
巌
」
ば

か
り
で
「
花
」
は
な
い
。
そ
こ
で
世
阿
弥

は
「
幽
玄
至
極
の
上
手
と
人
の
思
い
慣
れ

た
る
所
に
、
思
い
の
外
に
鬼
を
す
れ
ば
、

め
ず
ら
し
く
見
ゆ
る
る
所
、こ
れ
花
な
り
」

と
考
え
た
。「
幽
玄
」
な
演
目
や
演
技
の

中
に
、
意
表
を
突
い
た
形
で
鬼
を
登
場
さ

せ
れ
ば
、
そ
の
意
外
性
に
よ
っ
て
観
客
は

興
味
を
惹
か
れ
る
。「
め
ず
ら
し
さ
」
か

ら
「
花
」
の
魅
力
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
鬼
の
能
を
面
白
く
み
せ
る
世
阿
弥

の
秘
訣
は
『
殺
生
石
』
に
も
生
か
さ
れ
て

い
る
。
能
の
前
半
で
、
妖
艶
な
女
性
を
登

場
さ
せ
「
幽
玄
」
な
印
象
を
強
め
れ
ば
、

そ
れ
と
対
照
的
に
、
野
干
の
姿
の
「
め
ず

ら
し
さ
」
の
方
が
際
立
つ
だ
ろ
う
。
し
か

も
そ
の
野
干
が
、
二
つ
に
割
れ
た
大
き
な

石
の
中
か
ら
出
て
く
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ

に
驚
か
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
観
客
は
妖
怪

の
恐
ろ
し
さ
な
ど
忘
れ
て
し
ま
う
。

こ
う
し
た
独
特
の
着
想
の
数
々
が
作
品

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

能
『
殺
生
石
』
の
作
者
は
世
阿
弥
以
外
に

は
考
え
ら
れ
な
い
。
二
つ
に
割
れ
る
石
の

作
り
物
は
、
舞
台
に
花
を
求
め
、
鬼
の
能

の
め
ず
ら
し
さ
を
演
出
し
よ
う
と
し
た
世

阿
弥
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
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細
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
修
正
す
べ

き
点
も
生
じ
た
た
め
、
同
資
料
の
該
当
部

分
を
示
し
つ
つ
再
考
を
試
み
た
い
。

享
保
十
三
年
戊
申
年
五
月
廿
一
日
八
つ

時
過
よ
り
揃
。
勝
丸
様
為
御
慰
於
松
之

御
間
町
方
子
共
三
宅
藤
九
郎
弟
子
七
人

ニ
狂
言
被
仰
付
候
。
御
年
寄
衆
退
出
以

後
也
。
役
者
少
々
罷
登
事
。

狂
言
番
組

今
参
　
　
　
　
　
大
名

吉
十
郎
　
太
郎
く

わ
し
や

与
三
左
衛
門
　
奉
公
人

久
四
郎

か
う
や
く
練
　
　
都
の
も
の

久
四
郎
　
関

東
も
の

又
吉

魚
説
法
　
　
　
　
坊
主

八
十
郎
　
施
主

甚
六鳴

こ
や
る
こ
　
　
茶
や

又
吉
　
参
詣
人

久

四
郎
　
同
道
人

喜
市
郎

ふ
す
　
　
　
　
　
太
郎
冠
者

甚
六
　
主

吉

十
郎
　
次
郎
冠
者

与
三
左
衛
門

忠
喜
　
　
　
　
　
ち
う
き

喜
市
郎
　
師
匠

八
十
郎

鱸
庖
丁
　
　
　
　
亭
主

久
四
郎
　
客

又

吉
か
に
山
ふ
し
　
　
山
伏

喜
市
郎
　
業
力

吉
十
郎
　
か
に

与
三
左
衛
門

歌
あ
ら
そ
ひ
　
さ
そ
ひ
人

八
十
郎
　
同
道

人

又
吉仁

王
　
　
　
　
　
仁
王

与
三
左
衛
門

主

又
吉
　
参
詣
人

久
四
郎
　
吉
十
郎
　
甚

六
　
八
十
郎

初
代
万
蔵
の
初
舞
台

―
享
保
期
加
賀
藩
の
能
―佐

藤
　
和
道

狂
言
和
泉
流
の
野
村
万
蔵
家
・
野
村
万

作
家
の
家
祖
、
野
村
万
蔵
保
尚

や
す
ひ
さ

（
享
保
七

年
〜
寛
政
二
年
）
は
、
加
賀
藩
の
町
役
者

出
身
で
あ
り
、
そ
の
事
績
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

幼
名
、
八
十
郎
。
名
乗
の
正
確
な
よ
み

は
不
明
。
酒
造
業
・
八
田
屋
次
左
衛
門

の
次
男
。
金
沢
生
ま
れ
。
幼
時
か
ら
三

世
三
宅
藤
九
郎
喜
納
に
師
事
し
た
ら
し

く
、
享
保
二
〇
年
〈
一
七
三
五
〉、
役

者
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
。
元
文
四
年

〈
一
七
三
九
〉
万
蔵
と
改
名
。
寛
保
二

年
〈
一
七
四
二
〉、
別
家
し
て
本
家
と

同
じ
八
田
屋
を
称
す
る
、
安
永
八
年

〈
一
七
八
九
〉
狂
言
棟
取
役
を
命
じ
ら

れ
、
天
明
四
年
〈
一
七
八
四
〉
に
は
名

字
を
許
さ
れ
て
野
村
姓
を
名
乗
る
。
生

業
と
し
て
は
家
中
日
用
才
許
（
傭
い
人

周
旋
業
）
お
よ
び
酒
造
業
を
営
む
。
享

年
六
九
。
法
名
、
祐
山
。
墓
地
、
金
沢

市
・
大
乗
寺
山
内
野
田
山
墓
地
。

（『
狂
言
辞
典
　
事
項
編
』）

二
〇
〇
九
年
九
月
の
東
海
能
楽
研
究
会
例

会
で
は
、
金
沢
市
立
図
書
館
の
加
越
能
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
元
禄
享
保
覚
書
』

（16.28-166

）
享
保
十
三
年
五
月
二
十
一

日
条
に
基
づ
き
、
そ
の
幼
少
期
の
芸
能
記

録
を
探
っ
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
『
御

能
御
囃
子
御
番
附
帳
』（16.97-5

）
に
詳

（
中
略
）

一
　
今
日
罷
出
候
子
共
ハ
越
中
屋
久

四
郎
・
本
折
屋
喜
市
郎
・
綿
屋
吉
十

郎
・
今
村
屋
八
十
郎
・
留
積
屋
与
三
左

衛
門
・
綿
屋
又
吉
・
新
保
屋
甚
六
、
〆

七
人
。
十
二
三
才
よ
り
十
四
五
才
迄
之

子
共
也
。

（
以
下
略
）

発
表
時
に
は
、
魚
説
法
・
忠
喜
（
重

喜
）
・
歌
争
の
八
十
郎
を
初
代
万
蔵
と
推

測
し
た
が
、『
御
能
御
囃
子
御
番
附
帳
』

に
は
「
今
村
屋
八
十
郎
」
と
の
名
が
見
え
、

役
者
の
年
齢
も
「
十
二
三
才
か
ら
十
四
五

才
」
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
狂
言

辞
典
』
の
記
述
と
矛
盾
し
、
別
人
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
僅
か
十
四

歳
で
藩
の
役
者
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
右
に
出
演
し
て
い
た

子
供
達
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
三
宅
藤
九
郎
の

弟
子
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。
ま
た
、『
狂
言
辞
典
』
に
寛
保
二
年

に
「
別
家
し
て
本
家
と
同
じ
八
田
屋
を
称

す
る
」
と
の
記
述
か
ら
は
、
幼
少
時
に
養

子
に
出
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
疑
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
現
状
で
は
推

測
の
域
を
出
な
い
が
、
別
人
の
可
能
性
も

あ
る
こ
と
を
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

右
の
演
能
は
、
後
に
七
代
藩
主
前
田
宗

辰
と
な
る
勝
丸
（
数
え
四
歳
）
の
慰
み
と

し
て
、
一
調
の
ほ
か
子
供
に
よ
る
狂
言
が

演
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
祖
父
で
あ

る
五
代
藩
主
綱
紀
以
来
、
加
賀
藩
で
は
藩

主
自
ら
能
を
舞
う
習
慣
が
あ
っ
た
が
、
嫡

男
で
あ
る
宗
辰
に
幼
少
か
ら
能
に
親
し
ま

せ
よ
う
と
す
る
父
吉
徳
の
意
向
が
反
映
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
加
賀
藩
御
細

工
所
の
研
究
（二）
』（
金
沢
美
術
工
芸
大
学
美

術
工
芸
研
究
所
、
一
九
九
三
年
）
に

以
後
、
八
月
八
日
に
も
町
方
子
供
五
、

六
人
が
召
さ
れ
て
。
御
広
式
で
狂
言
を

演
じ
、
そ
う
し
た
機
会
に
、
能
太
刀
・

狂
言
太
刀
を
玩
具
と
す
る
宗
辰
自
身
に

も
能
・
狂
言
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
狂

言
の
真
似
事
を
し
て
遊
ぶ
（
翌
年
二
月

七
日
）
よ
う
に
も
な
っ
た
。

と
記
さ
れ
る
と
お
り
、
そ
の
後
も
宗
辰
へ

の
「
英
才
教
育
」
が
施
さ
れ
た
ら
し
く
、

十
歳
と
な
っ
た
享
保
十
九
年
四
月
二
十
五

日
の
慰
み
能
で
初
シ
テ
を
務
め
た
と
い

う
。元

々
加
賀
藩
は
、
地
理
的
な
要
因
か
ら

京
都
の
文
化
的
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。

三
代
藩
主
前
田
利
常
は
、
寛
永
五
年
に
京

都
住
の
竹
田
権
兵
衛
を
能
大
夫
と
し
、
脇

方
以
下
の
諸
役
に
つ
い
て
も
、
春
藤
万
右

衛
門
（
脇
）、
杉
長
左
衛
門
（
笛
）、
糟
谷

次
郎
兵
衛（
小
鼓
）、
石
井
仁
兵
衛（
大
鼓
）、

小
寺
金
七
（
太
鼓
）
な
ど
京
都
の
役
者
が

採
用
さ
れ
て
い
た
。
狂
言
方
も
京
都
住
の

大
蔵
流
、
大
蔵
金
右
衛
門
が
抱
え
ら
れ
て

お
り
、
延
宝
か
ら
元
禄
年
間
の
演
能
記
録

に
度
々
そ
の
名
が
見
え
て
い
る
。
し
か
し

父
子
二
代
で
断
絶
し
た
ら
し
く
（『
狂
言

事
典
　
事
項
編
』）、
一
旦
は
野
村
又
三
郎

家
二
世
の
又
三
郎
信
之（
？
〜
享
保
五
年
）
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の
課
題
と
し
た
い
。

坪
内
逍
遙
作
「
俄
仙
人
」

狂
言
化
の
試
み

林
　
和
利

平
成
十
二
年
か
ら
毎
年
一
回
、
名
古
屋

ま
た
は
美
濃
加
茂
で「
逍
遙
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

と
い
う
催
し
を
、
実
行
委
員
会
主
催
で
開

催
し
て
い
る
。
日
本
の
近
代
文
芸
の
扉
を

開
い
た
坪
内
逍
遙
の
功
績
を
顕
彰
す
る
と

と
も
に
、
作
品
を
上
演
し
て
そ
の
価
値
を

検
証
し
よ
う
と
い
う
意
図
で
あ
る
。

逍
遙
生
誕
一
四
〇
年
目
に
あ
た
る
平
成

十
一
年
、
名
古
屋
の
旧
居
跡
に
記
念
碑
を

建
立
し
た
。
そ
の
翌
年
か
ら
こ
の
催
し
を

始
め
た
の
で
あ
る
。
小
説
分
野
の
代
表
作

と
し
て
著
名
な
「
小
説
神
髄
」「
当
世
書

生
気
質
」
を
初
め
と
し
て
、
戯
曲
の
「
新

曲
浦
島
」「
新
曲
赫
映
姫
」「
桐
一
葉
」「
役

の
行
者
」、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
の
翻

訳
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
」、
翻
案
物
の
「
霊
験
」
な
ど
を

取
り
上
げ
て
き
た
。

十
一
回
目
の
今
年
は
、
た
ま
た
ま
能
・

狂
言
に
関
わ
る
企
画
な
の
で
、
こ
こ
に
報

告
し
て
お
き
た
い
。

五
月
二
十
二
日
（
土
）
に
、
逍
遙
の
生

誕
地
で
あ
る
美
濃
加
茂
市
の
「
み
の
か
も

文
化
の
森
」
で
開
催
予
定
で
あ
る
が
、
そ

の
テ
ー
マ
を
「
坪
内
逍
遙
と
能
・
狂
言
―

が
抱
え
ら
れ
た
が
定
着
せ
ず
、
古
沢
長
九

郎
や
日
置
（
北
間
屋
）
樹
三
郎
と
い
っ
た

金
右
衛
門
の
弟
子
の
み
が
活
動
す
る
状
況

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
享
保
十
年
に
六
代

藩
主
前
田
吉
徳
の
加
賀
入
国
祝
賀
能
が
催

さ
れ
る
と
、
国
許
の
役
者
に
加
え
、「
御
雇

狂
言
師
」
と
し
て
三
宅
藤
九
郎
と
三
宅
猪

三
郎
が
京
都
か
ら
呼
ば
れ
た
が
、
そ
の
ま

ま
加
賀
藩
の
お
抱
え
と
な
っ
た
こ
と
が

『
御
能
御
囃
子
組
番
付
帳
』
享
保
十
年
十

一
月
十
一
日
条
よ
り
知
ら
れ
る
。
こ
の
時

あ
え
て
大
蔵
流
で
は
な
く
和
泉
流
を
採
用

し
た
の
は
、
従
来
の
京
都
の
役
者
と
の
つ

な
が
り
を
保
つ
こ
と
を
優
先
し
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。江
戸
中
期
以
降
に
な
る
と
、

元
禄
期
以
来
加
賀
藩
の
主
流
と
な
っ
た
宝

生
流
の
影
響
を
受
け
、
笛
方
は
森
田
流
か

ら
一
噌
流
へ
、
大
鼓
方
は
石
井
流
か
ら
葛

野
流
へ
と
、
江
戸
の
諸
流
へ
と
移
行
し
て

い
く
様
相
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
三
宅
藤

九
郎
の
来
沢
は
京
都
偏
重
の
最
後
の
名
残

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
初
代
万
蔵
が
重

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
そ
う
し

た
転
換
期
に
門
弟
と
な
っ
た
こ
と
が
幸
い

し
た
と
い
え
る
。

加
賀
藩
を
出
自
と
す
る
能
役
者
に
は
、

野
村
万
蔵
の
ほ
か
、
シ
テ
方
宝
生
流
の
波

吉
家
・
笛
方
一
噌
流
の
藤
田
家
・
小
鼓
幸

流
の
三
須
家
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
さ

ら
に
、
御
三
家
筆
頭
で
地
理
的
・
文
化
的

に
も
近
い
尾
張
藩
の
状
況
と
も
類
似
す
る

事
例
が
多
く
、
本
研
究
会
で
取
り
上
げ
る

意
義
は
十
分
に
あ
る
こ
と
を
付
言
し
今
後

そ
の
可
能
性
を
探
る
―
」
と
定
め
た
の
で

あ
る
。

第
一
部
は
狂
言
様
式
に
脚
色
し
た
「
俄

仙
人
」
の
上
演
。
た
だ
し
、
当
日
、
出
演

者
の
野
村
小
三
郎
・
奥
津
健
太
郎
が
時
間

の
関
係
で
来
場
で
き
な
い
の
で
、
ビ
デ
オ

上
映
の
形
で
あ
る
。

第
二
部
は
「
能
・
狂
言
に
対
す
る
逍
遙

の
意
識
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
竹
本
幹
夫

氏
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
館
長
・
早

稲
田
大
学
教
授
）
と
私
が
対
談
す
る
。

坪
内
逍
遙
は
歌
舞
伎
を
は
じ
め
と
す
る

近
世
芸
能
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
た

が
、
中
世
の
能
・
狂
言
に
対
し
て
も
無
関

心
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
実
態
が
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
逍
遙
の
舞
踊
作
品
「
俄
仙
人
」
を
狂

言
様
式
に
脚
色
し
て
上
演
し
、
作
品
と
し

て
の
可
能
性
を
探
ろ
う
と
い
う
も
く
ろ
み

で
あ
る
。

逍
遙
作
「
俄
仙
人
」
の
あ
ら
す
じ
は
次

の
と
お
り
。

久
米
の
仙
人
が
雲
に
乗
っ
た
体て
い

で

登
場
し
、
自
分
は
修
行
を
積
ん
で
飛

行
が
自
在
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

都
方
の
仙
人
だ
と
名
乗
る
。す
る
と
、

地
上
か
ら
美
し
い
歌
声
が
聞
こ
え
て

く
る
。
仙
人
は
極
楽
に
い
る
迦
陵
頻

か
り
ょ
う
び
ん

伽が

の
声
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
声

の
方
向
へ
移
動
す
る
。

歌
っ
て
い
た
女
た
ち
が
現
れ
、
男

た
ち
と
と
も
に
川
へ
の
道
を
急
ぐ
。

川
に
着
い
た
女
は
男
に
促
さ
れ
て
面

白
く
歌
い
踊
り
な
が
ら
布
を
さ
ら
し

始
め
る
。

そ
の
踊
り
の
魅
力
に
う
っ
と
り
と

し
て
見
と
れ
、
声
に
聞
き
惚
れ
て
い

た
仙
人
は
神
通
力
を
失
い
、
雲
を
踏

み
外
し
て
地
上
に
落
ち
て
し
ま
う
。

驚
い
た
女
に
わ
け
を
聞
か
れ
て
、
仙

人
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
と
天
か
ら
落

ち
た
事
情
を
語
り
、
女
の
踊
り
を
教

え
て
も
ら
う
。

逍
遥
は
こ
れ
を
歌
舞
伎
舞
踊
の
作
品
と

し
て
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
今
回
、
私
が

狂
言
様
式
に
脚
色
し
た
わ
け
だ
が
、
ま
ず

狂
言
ら
し
い
喜
劇
性
を
加
味
す
る
工
夫
と

し
て
、
こ
の
続
き
を
新
し
く
補
作
す
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

踊
り
を
教
わ
る
場
面
を
省
き
、
地
上
に
落

ち
て
痛
め
た
腰
を
女
に
揉
ん
で
も
ら
う
と

い
う
展
開
と
し
た
。

そ
の
部
分
の
あ
ら
す
じ
。

仙
人
は
落
ち
た
際
に
腰
を
打
っ
て

痛
む
と
こ
ろ
を
女
に
揉
ん
で
も
ら
う

が
、
だ
ん
だ
ん
と
い
い
気
持
ち
に
な

り
、
女
に
懸
想
す
る
。

そ
の
う
ち
や
た
ら
と
触
り
始
め
、

つ
い
に
は
抱
き
つ
こ
う
と
す
る
の
で

女
は
逃
げ
る
。
仙
人
は
思
い
を
謡
に

託
し
て
口
説
く
が
、女
は
断
固
拒
否
。

神
通
力
を
失
っ
た
仙
人
に
何
の
魅
力

が
あ
る
も
の
か
と
打
ち
倒
し
て
入

る
。仙

人
は
し
ょ
げ
返
っ
て
反
省
し
、

心
の
寒
さ
を
感
じ
て
く
し
ゃ
み
す
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④
必
要
な
場
合
は
、
原
作
を
損
な
わ
な
い

程
度
に
言
葉
を
補
っ
た
。

例
え
ば
、「
聞
い
た
こ
と
も
な
い
歌
声
」

→

「
聞
い
た
こ
と
の
な
い
美
し
い
歌
声
」。

「
聞
こ
う
」→

「
聞
こ
う
と
存
ず
る
」
。

（
仙
人
が
地
上
に
落
ち
た
と
き
の
せ
り
ふ
）

仙
人
「
こ
こ
は
ど
こ
じ
ゃ
」
女
「
六
玉
川

の
ほ
と
り
で
ご
ざ
る
」
仙
人
「
す
る
と
、

下
界
か
。
お
お
、
そ
う
じ
ゃ
っ
た
」（
原

作
に
は
無
い
）。

「
あ
ま
り
に
わ
ご
り
ょ
た
ち
の
境
界
が
羨

ま
し
う
な
つ
て
、
ふ
と
雲
を
踏
み
は
づ
い

て
落
ち
た
」→

「
あ
ま
り
に
わ
ご
り
ょ
の

声
が
美
し
く
、
舞
が
あ
で
や
か
じ
ゃ
に
よ

っ
て
、
聞
き
惚
れ
、
見
と
れ
て
、
ふ
と
雲

を
ふ
み
は
ず
い
て
落
ち
た
の
じ
ゃ
」

⑤
原
作
は
歌
舞
伎
舞
踊
で
あ
る
た
め
に
音

曲
的
表
現
が
多
い
。
せ
り
ふ
劇
の
狂
言
に

脚
色
す
る
た
め
、
歌
詞
の
部
分
を
一
部
せ

り
ふ
に
改
め
た
り
、
省
略
し
た
り
し
た
。

例
え
ば
、「
は
れ
、
道
草
で
日
が
た
け

た
。
早
う
お
じ
ゃ
れ
と
急
ぎ
け
る
」（
歌

詞
）→

「
こ
り
ゃ
道
草
を
し
て
日
が
た
け

た
。
道
を
急
ぎ
ま
し
ょ
う
」（
せ
り
ふ
）。

「
こ
な
た
思
へ
ば
ナ
ア
野
づ
ら
も
山
も
、

藪
も
林
も
、
知
ら
で
行
く
」（
歌
詞
）→

「
こ
ち
の
人
は
今
時
分
、
何
を
し
て
お
い

や
る
か
の
う
。
い
と
し
い
人
の
こ
と
を
思

え
ば
、
野
も
山
も
、
藪
も
林
も
目
に
入
ら

ぬ
わ
い
な
あ
」（
せ
り
ふ
）。「
ふ
と
り
で

持
つ
た
ら
重
か
ん
べ
い
」（
歌
詞
）→

「『
一

人
で
持
て
ば
重
か
ろ
う
』
と
言
う
て
手
伝

う
て
く
だ
さ
れ
た
」（
せ
り
ふ
）

る
。

以
下
、
狂
言
様
式
に
脚
色
す
る
た
め
に

原
作
を
改
め
た
点
は
次
の
と
お
り
。

①
原
作
の
登
場
人
物
は
、
久
米
の
仙
人
と

布
を
さ
ら
す
男
女
一
組
ず
つ
の
計
五
人
が

登
場
す
る
。
こ
れ
を
狂
言
ら
し
い
シ
ン
プ

ル
な
形
に
脚
色
す
る
た
め
、
四
人
の
男
女

を
一
人
の
女
に
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
し

た
。
す
な
わ
ち
、
登
場
人
物
は
シ
テ
の
仙

人
と
ア
ド
の
女
の
計
二
人
だ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
男
の
せ
り
ふ
は
女
の
せ
り

ふ
に
改
め
た
。

例
え
ば
、「
さ
あ
さ
あ
、
例
の
通
り
、

は
じ
め
た
、
は
じ
め
た
」（
男
の
せ
り
ふ
）

→

「
急
い
で
ご
ざ
れ
ば
、
は
や
六
玉
の
川

へ
着
い
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
布
を
さ
ら

し
ま
し
ょ
う
。」（
女
の
せ
り
ふ
）

②
歌
舞
伎
ら
し
い
近
世
的
せ
り
ふ
表
現
や

歌
詞
の
表
現
を
、
狂
言
ら
し
い
表
現
に
改

め
た
り
、
取
っ
た
り
し
た
。

例
え
ば
、「
鳴
く
げ
に
ご
ざ
る
」→

「
聞

こ
え
る
こ
と
じ
ゃ
」。

「
ほ
ん
に
え
」（
歌
詞
）→

ト
ル
。

「
し
ょ
ん
が
え
」（
歌
詞
）→

ト
ル
。

「
そ
の
や
う
な
こ
と
が
あ
る
べ
い
こ
と
か
」

→

「
そ
れ
は
ま
こ
と
で
ご
ざ
り
ま
す
る

か
」。

「
何
で
仙
人
と
や
ら
に
は
な
ら
し
ゃ
り
ま

し
た
」→

「
何
し
に
仙
人
と
や
ら
に
な
ら

れ
ま
し
た
」

③
耳
慣
れ
な
い
言
葉
、
わ
か
り
に
く
い
言

葉
を
通
り
の
良
い
用
語
に
改
め
た
。

例
え
ば
、「
迦
　
陵
」→

「
迦
陵
頻
伽
」。
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東
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楽
研
究
会
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報
　
第
十
四
号

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
）
三
月
三
十
一
日
発
行

代
表
者
　
林
　
和
利

名
古
屋
女
子
大
学
文
学
部
　
林
研
究
室

〒
468
―

8507

名
古
屋
市
天
白
区
高
宮
町
一
三
〇
二

印
刷
者
　
共
生
印
刷
㈱

平
成
21
年
度
東
海
能
楽
研
究
会
例
会
記
録

平
成
21
年
５
月
17
日

題
目
　
「
観
世
大
夫
元
章
の
間
狂
言
改
革
―
『
副
言
巻
　
第
三
』
の
場
合
―
」

橋
場
　
夕
佳
氏

輪
読
　
山
脇
得
平
本
間
狂
言
輪
読
《
朝
長
》

伊
藤
　
利
香
氏

平
成
21
年
７
月
19
日

題
目
　
「
狂
言
に
お
け
る
関
西
訛
せ
り
ふ
考
」

林
　
　
和
利
氏

輪
読
　
山
脇
得
平
本
間
狂
言
輪
読
《
頼
政
》

米
田
　
真
理
氏

平
成
21
年
９
月
20
日

題
目
　
「
初
代
万
蔵
の
演
能
記
録
―
享
保
期
加
賀
藩
の
能
に
つ
い
て
―
」

佐
藤
　
和
道
氏

輪
読
　
山
脇
得
平
本
間
狂
言
輪
読
《
通
盛
》

藤
岡
　
道
子
氏

平
成
21
年
11
月
22
日

題
目
　
「
観
世
大
夫
元
章
と
習
十
番
の
演
出
（
仮
）」

橋
場
　
夕
佳
氏

題
目
　
「
世
襲
面
打
家
大
野
出
目
家
三
代
目
の
謎
」

保
田
　
紹
雲
氏

「
越
前
出
目
家
の
系
譜
（
夜
叉
か
ら
満
永
）
―
出
目
元
休
家
の
伝
書
か
ら
―
」

保
田
　
紹
雲
氏

輪
読
　
山
脇
得
平
本
間
狂
言
輪
読
《
箙
》

飯
塚
恵
理
人
氏

平
成
22
年
２
月
21
日

総
会
　
議
題

１
　
代
表
の
交
代
に
つ
い
て

２
　
そ
の
他
座
談
会
　
東
海
能
楽
研
究
会
15
年
の
成
果
と
今
後
の
課
題

題
目
　
「
観
世
大
夫
元
章
と
習
十
番
―
〈
石
橋
〉
の
場
合
―
」

橋
場
　
夕
佳
氏

代
表
交
代
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
一
日
の
総
会
決
議
に
よ
り
、
筧
鉱
一
に
代
わ
り
、
林
和
利
が

当
会
の
代
表
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
筧
鉱
一
は
名
誉
代
表
と
な
り
ま
す
。


